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皆様に「いきいき」をお届けする�
緑字企業であり続けるために�





















　2004年度は、約12,000件のお問い合わせや

ご意見、ご提案をいただきました。そのうち、商品に

関するご指摘については全国の営業部門と連携し、

状況に応じてお客様のもと（現場）へ赴き、商品（現

物）をお預かりし、品質や状況（現実）の調査報告を

行って事業活動の改善に生かしています。また、緊

急対応もできる体制をとっています。�
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容器包装�
（環境配慮型商品の販売）�
ガラスびん�
アルミ缶�
スチール缶�
PETボトル�
ダンボールなど�

原料�
アルコール�
糖質�
米�
果汁など�

エネルギー� 用水� 軽油（トラック）�
ガソリン�
（営業車）� 電力�コピー用紙�

（低公害車の導入）� （環境配慮型�
 商品の販売）�
�
�※その他、社会貢献金額とボランティア参加人数も緑字決算の対象としています。�
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緑字決算を「環境経営指標」としていくために、宝酒造グループの中期経営計画の対象期間（2005年度～2007年度）と合わせて、

基準年度を2004年度といたします。そのため、2004年度の緑字決算報告に関しては、0（ゼロ）ECOとなります。また2007年度

までに+4ECO達成を目標として取り組みを進めています。�

■第3期  緑字決算対象項目と基準値（2004年度実績）�

�■緑字対象項目の「重み付け」5段階評価�













�




















